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This article reviews an official document proposed by the Indonesian Women Ulama Congress 
(KUPI), which was carried out on 25‒27 April 2017. Holding KUPI is one of the most prominent 
achievements of the Islamic feminist groups in two decades. The congress urged the transformation of 
the state and society toward gender equality by providing feminist interpretations of Islamic law. While 
many scholars have documented the trajectories and development of Islamic feminism in Indonesia, its 
religious legal stands and activists’ efforts to change legislation have often been overlooked. This article 
intends to contribute to the literature both on Islamic legal thoughts and Indonesian politics by showing 




ウラマー（ムスリム知識人）会議（Kongres Ulama Perempuan Indonesia, 以下 KUPI）設立大会の公
式文書（Kongres Ulama Perempuan Indonesia（KUPI）, Dokumen Resmi: Proses dan Hasil, ［公式資
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インドネシアにおける過去 30年あまりのフェミニズム運動は，イスラミック・フェミニズムと一
体になって着実に発展してきた（Feillard 1997; Rinaldo 2013; Robinson 2006; 大形 2004; 服部 2015）。
イスラーム思想としてのイスラミック・フェミニズムは，1980年代以降注目を浴びてきた改革潮流
の延長線上にあり（Anwar 2018; Doorn-Harder 2017; Hefner 2018），活発な運動と結びついたその
思想は現在イスラーム思想の最先端に位置するといっても過言ではないだろう。1998年の民主化後
は，多数のフェミニズム組織が結成されて協力体制も確立し，ジェンダー関連法制度の変更や新法制
定を実現してきた（Mutaqin 2018; Poerwandari, Munti and Viemilawati 2018; 見市 2020）。KUPIは
こうしたフェミニズム運動の新たな橋頭堡となるべく結成された。KUPIについては，これまでソー
















の先駆けとなったのは，マスダール・マスウディ（Masdar F. Masudi, 1954‒）が主宰するプサントレ
ンと社会発展協会（Perhimpunan Pengembangan Pesantren dan Masyarakat, P3M）の活動だった。
P3Mは，各地のイスラーム学校（プサントレン）でリプロダクティブ・ヘルスなど女性の現実社会
における問題やイスラーム法学の古典の女性についての規定を批判的に再読するセミナーを開催し
た。この活動を通して，リイス・マルクス（Lies Marcoes-Natsir, 1958‒），ファルハ・チチック（Farha 
Ciciek, 1963‒），フセイン・ムハンマド（Husein Muhammad, 1953‒）などのフェミニスト活動家が
頭角を現した3。NUに並ぶイスラーム組織のムハマディヤでも，国立イスラーム大学教員のシティ・
2 この法規範を示したのはマーリク学派のシャーティビー（1320‒1388）である。こうした方法論を採用したのはワヒドばかりではな
い。NUの重鎮でのちに総裁（Rois Aam, 1999‒2014）となったサハル・マフッズ（Sahal Mahfudz, 1937‒2014）は「シャリーアの
目的」に基づき公共の福利（マスラハ）の実現につながる法解釈「社会的イスラーム法学」（Fiqh Sosial）を提唱している。そして，
「もしイスラーム法学の古典が妥当でないか，公正さをもたらさないのであれば，新しい法学を作らなければならない」と明言して
いる（Mahfudz 2002: xxiii）。シャーティビーによる「シャリーアの目的」の方法論については堀江（2004: 178‒180）を参照。
3 リイス・マルクスとファルハ・チチックは P3Mのプログラム担当者だった。フセイン・ムハンマドはセミナーへの参加を
きっかけに，イスラミック・フェミニズムを志向するようになった。
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インドネシア女性ウラマー会議（KUPI）『公式資料：過程と結果』 





















ドネシア女性連合（Koalisi Perempuan Indonesia: KPI）の第 1回大会が 12月に開かれた。フセイ
ン・ムハンマドらによるファフミナ（Fahmina），P3Mから独立したラヒマ（Rahima）のイスラミッ
ク・フェミニスト NGOもそれぞれ 1999年，2000年に結成された。両 NGOは，アドボカシー活動
に加えて，継続的な人材育成に取り組んでいる。
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 6 1991年に大統領令で制定された KHIは，婚姻法や相続法といった成文法ではなく，イスラーム法の解釈を示した宗教裁判
所などにおける手引き書である。インドネシアで主流のシャーフィイー学派に限らず，ムスリム諸国の事例を参照してスン
ニ派四大法学派を横断し，また地域的な事情を考慮して編纂された。事実上の集団的なイジュティハードであり，方法論的
には「インドネシア法学派」形成の試みとして注目された（Hooker 2008: 55‒59; Lindsey 2012: 69‒92; Wahid 2014）。CLD-
KHIに対する批判は以下に詳しい（小林 2008: 263‒290）。




10 ただしインドネシア・ウラマー評議会（MUI: Majelis Ulama Indonesia）に無用な刺激を与えないよう，ファトワーという


















（Jaringan Kerja Prolegnas Pro-Perempuan: JKP3）を通して，国会や官庁へのロビー活動が行われ















11 2017年現在の 20‒24歳の女性の初婚年齢。データは以下の UNICEFによる集計に基づく。https://data.unicef.org/topic/
child-protection/child-marriage/
12 ヌル・ロフィア（Nur Rofiah）へのインタビュー，2019年 8月 20日。JKP3は 2005年に 41団体によって結成された。
2007年の反人身売買法，2016年の障害者法の成立など，これまでも関連する複数の法案に関与してきた。反対の立場であっ
た 2008年の反ポルノグラフィ法でも，法案修正の方向性を示している（Poerwandari, Munti and Viemilawati 2018）。
13 同法案は 2019年 9月の会期末に採択されず，継続審議となった。2019年 10月開会の国会で一度は 2020年の優先法案リス
トに入ったが，コロナ禍による国会の機能縮小を理由に 2020年 7月にリストから外された。法案をめぐる攻防については
以下の拙稿を参照（見市 2020; Miichi 2020）。
14 国家女性委員会前副会長ユニヤンティ・フザイファ（Yuniyanti Chuzaifah）へのオンラインインタビュー，2020年 8月 7日。
形式的な提訴者は，婚姻法の規定に直接の利害を持つ当事者である，若年結婚を強いられた 3人の個人であった。
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能な離婚の回数を 2度までに限定し（Q2: 29），同じく無制限だった妻の数を最大 4人に限定した



















（Q2: 282, 24: 6‒9），女性は最初相続者の対象とは見なされていなかったが，借金についての証言では
男性の半分となり，リアーン（呪詛審判）の宣誓では平等になった25。
インドネシア政府は，結婚，相続，証人の資格における男女の真の平等を法規定の精神とした。婚









る手続きを指す（柳橋 2001: 440）。宗教裁判所で参照される 1991年の KHIでは，男性からのみ告発が可能であり対等では
ない。CLD-KHIにおいては女性からの告発も可能とする対案が示されている。ここで「まったく同じになった」と述べて
いるのは KUPIの見解であり，現実の法運用を指してはいない。
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2001‒2011年の間，インドネシアでは平均して 2時間に 3人，つまりは毎日 35人の女性が性暴力
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ラームとはまったく関係がない（Majma’ al-Fiqhil Islaamiy ad-Dauliy: 218）。
7）メディアにおける女性の搾取の禁止
女性のポジティブな役割を強化する情報を提供する。情報空間におけるあらゆる種類の女性の搾取

























34 すべて 2000年 8月の第 2次憲法改定で追加された基本的人権についての第 10A章の一部である。翻訳は島田（2020: 531‒
533）を参照したが，一部改変した。
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アッラーによる強い禁止に違反している（Q24: 33, ブハーリーのハディース 2277）。こうしたことから性
暴力は共同体にとっての安全を脅かす災いであり，当然アッラーによって禁止されている（Q85: 10）。
イスラームは女性を冒涜するようなイスラーム以前の時代の結婚慣習を強く禁止している（al-
Mubarak 1998: vol.2, 236）。結婚の強制は性行為の強制にもつながるとして，これを禁止するウラ
マーもいる（al-Qurthubi 2006: vol.16, 202）。妻に損害を与えるとき（al-Malibari: 543‒544），妻がそ






























（az-Zuhaili 1989: vol. 8, 6416）。したがって，イスラームは人間の尊厳の破壊を禁止する，平和
か戦争に関わらず，友か敵かに関わらず（az-Zuhaili 1989: vol. 8, 6208）。
c.　 アッラーは男女は共に後見であると言明しており（Q9: 71），したがって，それぞれ自身の権
利と互いの権利を守らなければならない（asy-Syafi’I 2001: vol.1, 14）。
d.　 アッラーは男性に対して特別に女性への人道的な態度を命じており（Q9: 71），良識的な態度
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① 生きるための権利と自由（haqq wa hurriyatun nafsi wal hayaah）
② 再生産と家族を作る権利と自由（haqq wa hurriyatun nasl wat tanaasul, wan nasb wal usrah）
③ 名誉と尊厳のための権利と自由（haqq wa hurriyatul ‘irdl wal karaamah al-insaaniyyah）
b.　 婚姻関係の内外を問わず，性暴力を国家が放置することは，以下のようなインドネシア共和国憲
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